
豊
川
用
水
と
渥
美
農
村

(牧
野
由
朗
編
、
愛
知
大
学
総
合
郷
土
研
究

所
研
究
叢
書
11
、
岩
田
書
院
)

日
米
関
係
を
軸
に
み
た
東

・
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
と
経
済

(学
習
院

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
四
五
)

日
本
の
国
体
に
関
す
る
講
演

・
講
話

(山
田
助
治
郎
講
話
集
抜
刷
)

日
本
の
長
所
と
短
所

(田
村
修
著
)

日
本
史
学
文
献
目
録

一
九
九
四
年
度
版

(朋
文
出
版
)

幕
末
幻
の
油
絵
師
島
霞
谷

(松
戸
市
定
歴
史
館
)

花
祭
論

(愛
知
大
学
総
合
郷
土
研
究
所
編
、
岩
田
書
院
)

豊
後
国
香
々
地
荘
四

(国
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
跡
詳
細
分
布
調
査

概
報

大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
)

松
戸
徳
川
家
資
料
目
録
第

一
巻
、
第
二
巻

(松
戸
市
戸
定
歴
史
館
)

満
生
家
文
書
目
録

一

(筑
紫
野
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
四
集
)

三
井
文
庫
蔵
史
料

主
要
帳
簿
目
録

(京
両
替
店
等
作
成
分
)

山
口
県
史
講
演
会
講
演
録

(山
口
県
県
史
編
纂
室
)

大
和

一
代
の
傑
僧
隆
光
僧
正
の
潔
白
を
証
す

(隆
光
僧
正
を
顕
彰
す

る
会
)

歴
史
上
の
人
物
と
和
菓
子
展

(虎
屋
文
庫
)

和
菓
子
で
遊
ぶ
洛
中
洛
外
図
展

(虎
屋
文
庫
)

編

集

後

記

◇
玉
稿
を
頂
い
た
松
山
宏
氏
、
朝
倉
弘
氏
は
と
も
に
、
本
学
教
授
を

退
休
さ
れ
た
先
生
で
あ
り
、
南
友
博
氏
、
永
野
勝
章
氏
は
と
も
に
、

本
年
三
月
の
本
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、北
村
麻
子
氏
は
昨
年
四
月
、

本
学
に
着
任
さ
れ
た
新
進
の
先
生
で
す
。

◇
第
十
五
号
の
発
刊
で
す
。
次
の
第
三
〇
号

へ
向
け
て
、
志
学
よ
り

而
立

へ
向
け
て
、
心
あ
ら
た
に
歩
む
つ
も

り
で
す
。
ど
う
か
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(S
生
)

奈

良

史

学

第
+
五
号

一
九
九
七
年
十
二
月
二
十
二
日
印
刷

一
九
九
七
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

奈
良
市
山
陵
町

一
五
〇
〇

(〒
六
一一二
人

κ
『

奈
良
大
学
文
学
部
内

者

奈

良

大

学

史

学

会

会

長

明

石

岩

雄

電
話

(〇
七
四
二)
四

四

-

二

五

(代
)

振
替

○
〇
九
九
〇
ー
二
i
三

一
五
九
四
九

京
都
市
下
京
区
松
原
通
麸
屋
町
東
入

(〒
六
〇
?

八
〇
四
ヒ
)

所

株

式

会

社

田

中

プ

リ

ン

ト
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奈
良
大
学
史
学
会
会
則

第

一
条

(名
称
)

本
会
は
、
奈
良
大
学
史
学
会
と
称
す
る
。

第

二
条

(目
的
)

本
会
は
、
歴
史
学
の
研
究

・
教
育
の
発
展
を

図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

(事
業
)

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

つ
ぎ
の
事
業
を
行
な
う
。

e

機
関
誌

『奈
良
史
学
』

の
刊
行

⇔

研
究
会
お
よ
び
講
演
会
の
開
催

⇔

そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
事
業

第
四
条

(事
務
局
)

本
会
の
事
務
局
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史

学
科
研
究
室
に
お
く
。

第
五
条

(会
員
)

本
会
の
会
員
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科

教
員

・
学
生
お
よ
び
入
会
希
望
者
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

第
六
条

(会
費
)

本
会
の
会
員
は
、下
記
の
会
費
を
納
入
す
る
。

会
費
の
変
更
は
、
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

教
員
会
員

学
生
会
員

そ
の
他

第
七
条

(役
員
)

会

長

副
会
長

年
額

二
、
○
0
0
円

年
額

一
、
○
○
○
円

年
額

一
、
O
O
O
円

本
会
に
下
記
の
役
員
を
お
く
。

一
名

一
名

監

事

二
名

委

員

若
干
名

第
八
条

(役
員
の
選
出
)

会
長
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科

主
任
教
授
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

そ
の
他
の
役
員
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
九
条

(役
員
の
職
務
)

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総

括
す
る
。

副
会
長
は
、
会
長
を
輔
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ
に

代
る
。

監
事
は
、
会
計
監
査
を
担
当
す
る
。

委
員
は
、
運
営

・
会
計

・
庶
務
な
ど
の
会
務
を
分
担
す
る
。

第

一
〇
条

(役
員
の
任
期
)

役
員
の
任
期

は
、

一
年
と
す
る
。

但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第

=

条

(総
会
)

総
会
は
、
年

一
回
開
催
し
、
会
務
報
告
を

行
な
う
。

第

一
二
条

(経
費
)

本
会
の
経
費
は
、
会
費

・
補
助
金
お
よ
び

そ
の
他
の
収
入
を
も

っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第

=
二
条

(会
計
年
度
)

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月

一

日
か
ら
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
。

第

一
四
条

(会
則
変
更
)

本
会
の
会
則
の
変
更
は
総
会
の
議
決

に
よ
る
。

附
記

こ
の
会
則
は
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す

る
。
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